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電 子 工 学 専 攻（　　　　　）

教科書・参考書等

成績評価方法・基準

授業の達成目標

授 業 の 概 要

授 業 計 画

全指導教員

1 電子工学専攻前期課程研修　GEE601 必修　６単位　１年前期～２年後期

Graduate Study on Electoronics

修士論文の作成に必要な専門的な知識を総合的に修得するとともに、論文テーマに関連した先行研究や研究動向などを調査する。また、研
究テーマの提案およびそれを実現するための研究手法を修得する。

関連学術論文などの紹介、既往の研究、最新の研究動向の解説、研究手法の分類説明、文献収集・分析の実習、モデル実験の実習、モデル
プログラミングの実習。研究内容の学内および学外でのプレゼンテーション実習。

1. 本研修科目は、受講者個々に対して修士論文作成の指導を行う大学院担当教員が担任する授業科目として開講される。したがって、本研
修科目は当該教員が属する電子工学専攻の分野内容に応じた授業計画により実施される。授業はゼミナール、演習、実習、実験、プレゼンテー
ションなどの多彩な形態をとり、授業日も時間割にとらわれないで、集中講義、学内外の発表会での時間などの効果的な方式により、適宜、
受講大学院生と担任教員との都合のよい時間帯を利用して展開される。
2. 受講者は本研修科目を履修するにあたり、担当教員と十分に協議して 1 年間の履修計画を立てること。その他、本研修科目の履修に必要
なことは担当教員の指示を得ること。

教科書、参考書は担当教員に指示をうけること。関係学会の情報に関する資料、研究論文および最新の学術誌のコピーなどはその都度、担
当教員が配付。

授業中の質疑および理解度 50％、学内および学外での成果発表内容 50％で総合的に評価する。
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電子工学専攻　専攻長

21 インターンシップ　GEE571 選択　２単位　１年前期～２年後期

Internship

専攻の内容に関連した、製造・設計・開発等の実務の一端を経験し、実務における電子工学の役割を学ぶと同時に、職業意識や倫理観を学ぶ。

学内では学びきれない実際の業務を実習し、業務と社会との関わりを企業や公設機関等で学ぶ。実際の業務を実習することにより、電子工
学がどのように使われ、どのように役立っているかを学ぶ。また、その業務と社会との関係を学び、職業としての技術者の社会的役割につ
いて考察する。

1. インターンシップ受入を受諾し、かつ指導教員が研修先として適当と認めた企業・機関で研修を行う。
2. 研修プログラムの内容および実施方法は原則として受入先に任される。受入先には事前に専攻長から教育プログラムの作成を依頼し、そ
の内容について指導教員による十分な準備教育を経た後、実施先での研修を開始する。
3. 研修時間は 90 時間以上とする。ただし、この 90 時間には、研修前後の指導教員による事前準備やレポート作成指導等の指導時間も含
まれる。
4. インターンシップ中は個人での保険加入を義務付ける。
5. インターンシップには原則として報酬は支払われない。また、交通費等も全額研修生の自己負担を原則とする。
6. 作成した研修レポートは先にインターンシップ先に提出し、公開可能部分についての承認を受ける。専攻への提出レポートは公開可の部
分のみとし、不可部分についてはその旨の記述に止める。

インターンシップ受入先の指示による。

研修レポートと受入先からの報告書をもとに、指導教員が評価する。受入先の教育プログラムにどれだけ応えられたかを評価の基準とする。

共通科目Ⅰ
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